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主な記事 

歯の供養祭/後半期の歯科研修会等…2面、

ＴＰＰ臨時国会前に批准させない運動呼び

かけ/若手懇報告…3面、保険かわら版/理事

会便り…4面、協同組合ニュース…5～6面、 

 保団連の９月29日

中央要請行動で請願

署名提出集会、各県

選出国会議員への陳

要請懇談が行われ、

長野協会からは鈴木

会長、河原田、林各

常任理事、宮沢事務長ほかが参加。

要請書は議員秘書らを通じて提出し

た。窓口負担増計画の中止や薬価制

度改善等の保団連要請項目とともに

長野は「今臨時国会でＴＰＰ承認を強

行しないこと」を求めて要請した。 

 今年３月より呼びかけられてきた

「ストップ！患者負担増」署名は、

長野県では1,603筆もの署名が集ま

り、この日の持参分762筆は参議院杉尾

秀哉議員に託された（10/6受理,厚生労

働委員会付託済）。ご協力いただいた

会員ならびに患者の皆様に深く御礼申

し上げたい。 

署名提出集会に患者からの声 

 この日の「ストップ！患者負担増」

署名提出集会では、全国から集められ

た署名約18万筆が積み上げられた。署

名の協力医療機関数は6,500医療機関に

なり、前回集約時より1,300の増加であ

る。全国から患者、医師、歯科医師を

含め約200名が参加。呼びかけに応じた

16名の衆参国会議員が駆け付け挨拶に

立った議員らは「改悪は絶対にさせな

い」「社会保障削減路線撤回を政権に

 長野県保険医協会では､

現在進められようとしてい

る患者負担増計画を広く患

者さんに知らせ、医療問題

について関心を高めてもら

おうと10月よりリーフレッ

トの配布とクイズチラシ運

動に取り組んでいる。 

 リーフレットでは表や漫

画も入れ▽70歳以上の高額

療養費制度の負担上限引き

上げ▽受診時の定額負担制

度の導入▽市販類似薬の保

険はずし▽入院時の居住費負担増など､

社会保障抑制を目的にあらゆる世代に

負担増となる計画があることをわかり

やすく伝えている。 

 また今回は医療に少しでも関心を

持ってもらおうとの趣旨で待合室に気

軽において診療までの待ち時間に簡単

なクイズにチャレンジできる景品付き

クイズチラシも準備した｡ 

 リーフ、クイズチラシ(ポケットテッ

シュ版もあり）を医療機関の待合室に

置くなど積極的ご活用をお願いしたい｡ 

 実施期間は、10月～12月。クイズチラ

シ（ポケットテッシュ版も同様)の応募

はがきの回収は、①患者さんが直接保

団連に郵送、②医療機関に回収箱を設

置して一定数が集まったら協会に郵送

いただくの２通りで、後者では応募は

がきの｢取扱い医療機関名｣欄に押印が

ある場合は抽選となるが協力医療機関

への景品も用意されている。 

 

迫る論戦をしていく」と決意を語った。

また全国がん患者団体連合会理事長の

天野慎介氏は患者の立場から「人に

よっては治療のために家賃ほどの額を

毎月支払っており、中には借金を重ね

ながら治療を続ける患者もいる。これ

以上負担が増えると必要な治療が受けら

れなくなる虞れがある」と患者負担の現

状と負担増計画への不安を訴えた。 

 患者負担増が格差を広げ 

  初診時重症化で医療費増大も 

 昼前に行われた厚労省への要請行動

では、さらなる患者負担増計画を取り

やめるとともに負担を軽減する施策を

行っていくよう求めた。 

 フロアからの発言では、患者負担増

によって起こりうる受診抑制が初診時

の重症化をまねき、結果として医療費

の増加につながることが指摘された。

保団連の受診実態調査では、回答した

会員のうち7割以上が「患者負担増に

よって受診抑制が起こる」と考えてい

ることが明らかになっており、医療現

場でも患者負担増は深刻に捉えられて

いる。フロア発言にて鈴木会長は子ど

もの窓口負担に触れ、「現在子ども医

療費が窓口無料になっていないのは長

野県を含め7県だけ。窓口無料化による

ペナルティー（一部負担金を減額した

場合の療養給付費負担金を減らす政

策）を廃止し、早期の窓口無料化にむ

けた取り組みを行うべき。医療費を抑

制するためには、『いつでも受診でき

る』という安心感が必要だ」とのべ

た。同日に厚労省は社会保障審議会医

療保険部会を開き、70歳以上の高額療

養費制度の月額上限の引き上げなどに

関して論議を進めている。 
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時間は各会場共通の9:00～21:00 

会　場 日　時 場　　所

上田会場
11月15日
（火）

上田市勤労者福祉センター（２F)
上田市中央4-9-1
TEL：0268-24-7363

長野会場
11月16日
（水）

長野市生涯学習センター（トイーゴ3F)
長野市大字鶴賀問御所町1271-3
TEL：026-233-8080

松本会場
11月17日
（木）

キッセイ文化ホール（３F会議室)
松本市水汲69-2
TEL：0263-34-7100

飯田会場
11月24日
（木）

飯田文化会館（１F展示室）
飯田市高羽町5-5-1
TEL：0265-23-3552

 

 

 長野県保険医協会では保団連発行の

「在宅医療点数の手引」を使用して表

の日程で説明会を行う。４月の診療報

酬改定で変更があった在医総管、点滴

薬剤の算定方法

などを中心に解

説を行う。 

【参加資格】保

険医協会会員医療機関

の医師・事務担当者 

【参加費】無料  

【テキスト】「在宅医

療点数の手引」2016年

改定版 医科開業医会

 

  

員の希望者に１冊無料配布。追加等は

会員価格2,800円（定価4,000円）※事前

注文の上、当日持参してください。 

【注文・申込先】長野県保険医協会（電

話）026-226-0286（締切11月11日 ） 

請願署名を積み上げての「ストップ！患者負担増署名提

出集会」の会場(上）と同会場に駆けつけた国会議員に保

団連住江会長と共に長野・鈴木会長が署名を託す場面。 

クイズチラシ2点とリーフ（右） 


